
ジェンダーと性 

 

最近メディア、学校の性教育、医療関係や役所などで「ジェンダー」、「LGBTQ」、

「セクシュアル・マイノリティー」のような言葉をよく聞いたり、読んだりします

が、何のことでしょうか。そしてどうしてこのように色々な場面で強調されている

のでしょうか。聖書が過ちがない、創造者神の言葉とし信じるクリスチャンの立場

からこの現象について重要な情報を下記にてまとめています。お役に立つことを祈

ります。 

 

（１）ジェンダーや性は何故今大きな社会問題になっているのでしょうか。 

 

私たちの社会において、以前なら想像もできなかったような考え方、選択、そしてラ

イフスタイルが急激に受け入れられ、採用され、推進されています。どのようなこと

でしょうか。例えば： 

〜 人々のジェンダー意識や性的指向は持って生まれた身体的性別に優先し、身体で

はなく、本人が感じるジェンダーが本当のその人のアイデンティティであると言う考

え。 

〜 人々は自分の持って生まれた身体に違和感があれば、例え未成年であっても、自

由に「性転換」の手術やその手前のホルモン治療をする権利を持つべきであると言う

考え。 

〜 人々が性行為をしたければ、結婚の枠組みに縛られる必要はないし、異性の人と

だけ性行為をすることにも縛られる必要はない。また、状況によっては、大人が子供

と性行為をすることも認められるべきであると言う考え。 

〜 結婚は一人の男性と一人の女性の間だけのものではなく、同性の者同士でも許さ

れるべきであり、２人以上のどのような男女の組み合わせでも「結婚」とみなすこと

も可能かもしれない言う考え方。 

 

しかもこのような考え方やライフスタイルは「人権」であると主張され、それに同意

しない人々は「人々の人間性を否定している」、「差別をしている」、「精神的虐待

をしている」とまで批判されます。また、この考え方やライフスタイルに入る者は温

かく迎えられますが、脱出しようとする人々は「裏切り者」として批判されます。し

かも、脱出したい人々がカウンセリングを求めることも、彼らにカウンセリングを与

えることも反対されます。上記はどのようなことでしょうか。その考え方は一言で

「ジェンダー・イデオロギー」と言います。そして ジェンダー・イデオロギーを信

じる方々、あるいはそれに近い考え方を持つ方々は、LGBTQ の人たちの間にも、そう

でない人々の間にも増えています。 

 

聖書を神の言葉であると信じるクリスチャンにとってこのような思想的、文化的流れ

をどう思ったら良いのでしょうか。また、このようなジェンダーの意識とライフスタ

イルはクリスチャンにふさわしいのでしょうか。自分を「クリスチャン」と呼んでい

る一部の人々は、このような世の中の流れに完全に同意し、教会の始まりから 2000

年も受け継がれてきた聖書の解釈と性倫理を否定しています。一方、LGBTQ の方々が

教会に来ることを嫌がり、ジェンダーや性の問題を無視したがるクリスチャンや教会



もあります。他のクリスチャンたちは平和を保つことを優先し、「とにかく、お互い

寛容でありましょう。受け入れ合いましょう。」と呼びかけ、何が聖書的真理である

かと言う課題を避けます。更に他のクリスチャンは聖書のジェンダーや性倫理や結婚

についての教えを重視し、これが妥協してはならない基本的真理として受け止めます。

同時にジェンダーや性の混乱で悩んでいる人々の人間性を尊重し、神の恵みに預かる

「隣人」として愛を持って関わっていくことをも強調します。このような状況の中、

多くの熱心なクリスチャンたちは混乱し、誰を信じたら良いか、どんな見解を持つべ

きか、身近にいる LGBTQ の方々にどう接したら良いか、で深く悩んでいます。 

 

NBUSでは、この数年間上記の問題があまりにも押し寄せてきているため、危機感を

持ち、様々な形で分かりやすい、信頼性のある情報を提供しようとしています。私た

ちが重視する聖書的視点に激しく反対する人々もいますし、このところ多くの批判や

攻撃を受けていますが、神に頼りながら、愛を持って真理を語る努力を続けようとし

ています。この働きのための皆様の祈りと支援とを心から感謝します。 

 

 

（２）何故ジェンダー意識の混乱が生じるのでしょうか。何故 LGBTQ になるのでし

ょうか。 

 

2016年にこれまでの様々なジェンダー関係の研究を総合的に分析したジョンホプキ

ンズ大学の調査結果が、「性的指向が先天的であると言う論説には科学的証拠はな

い。」と発表されました。（https://apologeticspress.org/homosexuality-

society-science-and-psychology-part-2-5909/） 

続いて、2019年の夏にハーバード大学とマセチューセツ工科大学の４０万人以上を

対象としたジェンダー意識・性的指向に関する遺伝的影響を調べた共同研究の結果が

公表されましたが、プロジェクトチームのリーダーだった Dr. Andrea Ganna は、

「遺伝的要因から人のセクシュアリティーを知ることは不可能だ。」と断言し、ジェ

ンダー意識や性的指向に対する遺伝的影響は全体の１/３以下で、ほとんどが後天的

要因であると認めました。（https://www.thepublicdiscourse.com/2019/09/57342/） 

 

実は、このような研究は２０世紀の半ばから心理学者たちが重ね続けていますが、最

もジェンダーの混乱や LGBTQ の傾向に影響を及ぼすのは、幼児期の性的虐待やその他

の虐待、同性の親との愛着・執着の不足、親の間の力関係のアンバランス、目立った

親の結婚の不一致、片親不在の状態、ポルノやその他の性的刺激への接触、などであ

ることは繰り返し立証されています。つまり、子供が育った家庭環境やその他の短か

な環境で起きた精神的トラウマがポイントであることです。幼児期だけでなく、思春

期中の体験、ピア・プレッシャー、あるいは自分の決断で LGBTQ になることも珍しく

ありません。驚くことに、このような混乱を経験する子供達の８０〜９０％は自然に

治り、正常なセクシュアリティーへと成長しますので、人から「君は LGBTQ ではない

か」と言われたりすることは、逆に問題を悪化し、回復を困難にしますので、避けな

かればなりません。でも、残念ながら、子供を LGBTQ の意識とライフスタイルへ押す

のが現在の傾向でありますし、そのような影響を受ければ受けるほど、長くその中に

いればいるほど、抜けることが困難になります。 



 

下記の図を参考にしていただきたいのですが、私たちの「性」と言うものは大きく言

って４つの要因から成り立っています。① 持って生まれた身体 ② 約１８ヶ月から

４歳の間に確立されるジェンダー意識 ③ 性的指向（どのような相手に対し性欲を

感じ、好きになるか）そして、④ 性行為、性体験 。通常ですと、持って生まれた

身体の自然的本能が幼児期の家庭環境などと混合し、身体的性と同一のジェンダー意

識を確立させます。そしてジェンダー意識を根拠に思春期の時から性的指向が明確に

なり、意識の混乱がなければ、普通は異性の相手に魅力や性欲を感じるようになるの

です。その結果後に（願いとしては結婚後に）適切な性行為をする訳です。ところが、

上記で説明しました幼児期のトラウマやその他の要因のために、ある子供はジェンダ

ー意識が確立せず、混乱が生じます。すると、性的指向も混乱してくるので、同性の

人に魅力や性欲を感じ、同性の人と性行為をしたり、両方と性行為をしてしまうこと

により、混乱がより深くなります。すると長期的に LGBTQ になってしまうことが多い

のです。 

 

 
 

また、最近は ROGD (Rapid Onset Gender Disorder) と呼ばれる現象も起きています。

これは、上記で説明した過程と違い、すでに何かの深い悩みや人格障害を持っている

10代の女性に多いのですが、その精神的な問題のために既に深い違和感や苦しみを

持っている場合があり、ネットやピアグループから自分の悩みの源は身体とジェンダ

ー意識との衝突だと聞かされ、解決は性転換だと洗脳されてしまう場合です。この現

象を注目したのは、米国ブライン大学の Dr. Lisa Littman でした。彼女は、欧米の

ジェンダー・クリニックに問い合わせてきた１０代の女性が１０年間で 4500％上昇

していることを調べ始め、これを “Social Contagion” （「社会的伝染病」）と呼

びました。（https://littmanresearch.com）子供や若者は周りの人々の意見やプレ

ッシャーに影響されやすく、現在の社会的影響は若者を安定したジェンダー感へと導

かない傾向にあるのです。 

 

結論としては、ジェンダーの混乱は先天的でもなく、生まれつきのものでもなく、育

った環境、幼児期や思春期のトラウマや体験、周りからの影響、そして自分の選択の

積み重ねから成り立っていると言うことです。ですから、家庭環境や育成環境の重要



性、周りからの健全な影響の大切さ、そして若い時の選択の積み重ねがどれほどに大

事かと言うことを私たちは知らせれます。 

 

（３）ジェンダーと性の問題と聖書が語っている「罪」との関係は何ですか。 

 

人々がジェンダーの混乱や LGBTQ の生き方に陥ってしまう理由にはもう一つあります。

それはこの世での罪の影響です。聖書に、「全ての人は罪を冒したので、神からの栄

誉を受けることができない。」 （ローマ３：２３）と書かれていますが、人間一人

一人が持って生まれた罪のゆえに、大人は子供を虐待したり、ネグレクトをしたり、

家庭内暴力が起きたり、依存症があったり、結婚に失敗したため離婚をしてしまった

りします。そのために、男女の力関係の争いもあり、人々を利用したり、支配したり

するのです。上記にもありますように、多くの場合ジェンダーの混乱の原因は他の

人々から受けた被害です。でも、それだけではありません。私たちの中にも歪んだ性

やジェンダーのあり方へ偏ってしまう傾向があり、そのため、誠実に信念を守らず、

真理を尊重せずに、思いのまま、感情のままに生きてしまうことが多くあるのです。

そのため、性やジェンダーのあり方が私たちを創造してくださった神様の理想から遠

く離れてしまいます。そのような意味では、私たち全ては性やジェンダーに関しては

「壊れた器」なのです。 

 

しかし、神が私たちの創造者であるからこそ私たちにとって何が最善なのかを神ご自

身から伺う必要があります。聖書は過ちの無い神のことばであり、そこに示されてい

る性やジェンダーの原則に従う時、私たちは最も幸せであり、心が満たされるのです。 

 

（４）ジェンダーと性の問題と「世界観」とはどんな関係にありますか。 

 

この問題を複雑にしている一つの要素は人々の世界観です。世界観とは、人々の世界

や人生を見る「レンズ」のようなものです。つまり、価値観、物事の判断の仕方、人

間関係のあり方、社会をどう理解するかなどを全て網羅します。現在の先進国で主流

となっている世界観は「ポストモダンイズム」です。ポストモダンイズムは客観的事

実や真理を否定し、主観的な体験を重要視します。言ってみれば、人々が感じること

が「その人の真理」とされることです。 

 

もう一つの特徴は「バイナリー思考の否定」です。バイナリー思考とは物事に関する

はっきりした区別を持った見解です。例えば、白か黒か、良いか悪いか、真理か偽り

か、男か女か、などです。このような区別を否定することはどうでしょうか。倫理や

道徳に当てはめていきますと、普遍的な、かつ絶対的な善悪の基準は無いと考えるの

が、ポストモダンの特徴でもあり、ジェンダーに関しても、男女はそれぞれはっきり

した区別を持った別存在であることも否定し、「スペックトラム」にあると主張しま

す。ですから、このような世界観に基づいているジェンダー・イデオロギーは人々は

一人一人いわゆる「男性」から「女性」の幅の何処かに当てはまるかもしれないが、

どちらかでもないことも多い、と主張するわけです。ジェンダー・イデオロギーとポ

ストモダンイズムは思想的にとても近い存在なので、ポストモダンの観点を持ってい

る人々や社会はジェンダー・イデオロギーを容易に受け入れるわけです。どちらも神



が人々を男か女かに創造されたこと、普遍的な真理、絶対的な善悪の基準、などを否

定し、特に性やジェンダーに関しての善悪の基準を認めません。このような考え方は

まさに（３）の「人類の歪み」の表れで、その歪みが思想に反映していることの例で

す。 

 

 

（５）聖書はジェンダーと性に関してどのように教えているのでしょうか。 

 

上記（１）でジェンダー・イデオロギーの考え方を紹介しましたが、もう一度その幾

つかの主張を復習しましょう： 

〜 人類は男性と女性とに別れているのではなく、一人一人が「男らしさ」から「女

らしさ」まで広がるスペクトラムの何処かに当てはまること。 

〜 人々は自分のジェンダー意識に関しては持って生まれた身体に縛られる必要がな

く、自由にそのあり方や表現を自己決定し、変える権利があること。 

〜 結婚は一人の男性と一人の女性との関係に限るものとして考える必要はないと言

うこと。 

〜 性行為は、創造者神が定めた結婚の枠組みだけのものと考える必要もないと言う

こと。 

 

聖書のはじめの章に次のような言葉があります。「神は仰せられた。「さあ、人をわ

れわれのかたちとして、われわれの似姿に造ろう。こうして彼らが、海の魚、空の鳥、

家畜、地のすべてのもの、地の上を這うすべてのものを支配するようにしよう。」神

は人をご自身のかたちとして創造された。神のかたちとして人を創造し、男と女に彼

らを創造された。」（創世記 1：26～27）。この箇所から教えられることが三つあり

ます。 

１）「われわれ」という言葉が２回繰り返されていますが、三位一体の神が人間を創

造することについて語り合っていることがわかります。 

２）神が人間を三位一体の似姿に創造することを決定したことがわかります。 

３）人間が男と女という二つの性別に創造されたことによって、三位一体の神の性質

を表していることがわかります。 

 

続いて創世記２章には、男性と女性との結婚が次の言葉で紹介されています： 

「それゆえ、男は父と母を離れ、その妻と結ばれ、ふたりは一体となるのである。」

（創世記 2：24）。この言葉は神が定めた結婚のあり方としてイエス・キリストによ

って新約聖書の福音書で再度引用され、パウロによっても引用されています。 

 

更に新約聖書には、次の文章があります： 

「キリストが教会のかしらであり、ご自分がそのからだの救い主であるように、夫は

妻のかしらなのです。教会がキリストに従うように、妻もすべてにおいて夫に従いな

さい。夫たちよ。キリストが教会を愛し、教会のためにご自分を献げられたように、

あなたがたも妻を愛しなさい。」（エペソ人 5：23～25） 

 



十戒の＃７は「姦淫してはならない」と言う戒めですが、これは性行為についての聖

書的教えの全てを一言にまとめている命令です。新約聖書で使徒パウロは次のように

同じ戒めを繰り返しています： 

「淫らな行い(あるいは「不品行」)を避けなさい。人が犯す罪はすべて、からだの外

のものです。しかし、淫らなことを行う者は、自分のからだに対して罪を犯すのです。

あなたがたは知らないのですか。あなたがたのからだは、あなたがたのうちにおられ

る、神から受けた聖霊の宮であり、あなたがたはもはや自分自身のものではありませ

ん。あなたがたは、代価を払って買い取られたのです。ですから、自分のからだをも

って神の栄光を現しなさい。」 

１コリント人 6：18～20節） 

 

 

上記の聖書箇所から、神が全ての人々を男性か女性に創造され、結婚を男性と女性と

の組み合わせとしてお定めになったことが明らかです。しかも、創世記１章では、そ

れが三位一体を反映する趣旨で定められたたこと、エペソ書５：２２−２５では、キ

リストと教会との関係を反映する目的で定められたことが述べられています。そして

十戒、そして旧約聖書と新約聖書は神が定めた結婚の枠組み以外の性行為を禁じてい

ます。この聖書的教えはジェンダー・イデオロギーの主張と正反対ですので、聖書を

神のことばとして受け止めるクリスチャンなら、上記のジェンダー・イデオロギーの

主張を受け入れることはできないのです。 

 

（６）旧約聖書の律法の教えは何でしょうか。 

 

旧約聖書のモーセ五書に神がイスラエルの民に与えた「律法」が含まれています。こ

の律法に関する聖書箇所を解釈する時に念頭に置かなければならないことがあります。

聖書は論文や取扱説明書のようにトピックを章ごとに綺麗に並べてはいません。聖書

を理解するためには、ジグソーパズルをするように、全体像の中で、聖書の断片を一

つ一つ吟味し、似ているピースと組み合わせていくことによって少しずつ全体像が見

えてくるのです。そのためには、自分の価値観や世界観を聖書に読み込むのではなく、

聖書が語っていることをそのまま学び、受け取る姿勢が重要です。懐疑論者や聖書の

反対者たちは、聖書の節を文学的、歴史的、神学的な文脈から取り外して、聖書の長

年の理解や聖書自体の信頼性を貶めるのです。しかし、ジグソーパズルのピースのよ

うに、聖書のさまざまな記述や教えは、その直接的な文脈や広い文脈の中で意味をな

すように設計されているのです。 

 

旧約聖書を上記のように学んでいくうちに気がつくことは律法には３項目があること

です： 

１）儀式的律法ーこれはイスラエル人の礼拝や宗教行事に関係することで、いけにえ

や捧げ物、祭司職のあり方、礼拝の場所（王国時代までは「幕屋」、その後は「宮」）

などを含む内容です。ヘブル書を読むと、儀式的律法はキリストの贖いのわざを反映

し、それを予告するようなものであることが説明されています。ですから、キリスト

が十字架に架けられ、復活し、昇天したことによってこれら全てが成就され、もはや

現在において続ける意味がないと言うことになります。 



 

２）国法としての律法ーイスラエルは神の真理と救いを国々に表す大切な使命を与え

られていました。次のように書いてあります。「見なさい。私は、私の神、主が私に

命じられたとおりに掟と定めをあなたがたに教えた。あなたがたが入って行き、所有

しようとしているその地の真ん中で、そのとおりに行うためである。これを守り行い

なさい。そうすれば、それは諸国の民にあなたがたの知恵と悟りを示すことになり、

彼らはこれらすべての掟を聞いて、「この偉大な国民は確かに知恵と悟りのある民だ」

と言うであろう。まことに、私たちの神、主は私たちが呼び求めるとき、いつも近く

におられる。このような神を持つ偉大な国民がどこにあるだろうか。また、今日私が

あなたがたの前に与えようとしている、このみおしえのすべてのように正しい掟と定

めを持つ偉大な国民が、いったいどこにあるだろうか。」（申命記 4：5～8） 

 

この箇所にあるように、律法の一部は「神の選民」としての役目を果たすためのもの

でした。それは例えばカニや豚肉を食べないこと（健康に関連する戒め）、相続のル

ール（社会的秩序に関連する戒め）、死刑に値する犯罪（正義に関する戒め）などの

ような内容です。そしてパウロが明らかにしたように、現在の「異邦人の時代」には

参考になりますが、直接クリスチャンが守るべき内容ではないのです。 

３）普遍的モラルーこの項目は全ての国民に当てはまる規則で、十戒がその例です。

では、普遍的モラルに当てはまるかどうかをどのように判断するのでしょうか。大抵

文脈でわかりますが、具体的にはとても強い表現が使われている場合、イスラエルだ

けでなく、他の国民にも向けられた場合、あるいは、新約聖書で同じ内容が繰り返さ

れた場合には、普遍的なモラルだとわかります。 

 

すると、この言葉は上記のどれに当てはまるのでしょうか： 

 

「女は男の衣装を身に着けてはならない。また男は女の衣服を着てはならない。この

ようなことをする者はみな、あなたの神、主が忌み嫌われる」（申命記２２：５）あ

るいは、「あなたは、女と寝るように男と寝てはならない。それは忌み嫌うべきこと

である。動物と寝て、動物によって身を汚してはならない。女も、動物の前に立って、

これと交わってはならない。それは道ならぬことである。あなたがたは、これらの何

によっても身を汚してはならない。わたしがあなたがたの前から追い出そうとしてい

る異邦の民は、これらのすべてのことによって汚れていて、その地も汚れている。そ

れで、わたしはその地をその咎のゆえに罰し、その地はそこに住む者を吐き出す」

（レビ記１８：２２―２５）。 

 

まず、「あなたの神、主が忌み嫌われる」と言う、とても強い表現が使われています。 

次に、カナン人がこのようなことをしたことで神に裁かれていることが述べられてい

ます。つまり、これらはイスラエル人だけの問題ではないと言うことです。 

そして、新約聖書には似たような内容が繰り返されています。その一つの例はローマ

書１：２６―２７です。「彼らのうちの女たちは自然な関係を自然に反するものに替

え、同じように男たちも、女との自然な関係を捨てて、男同士で情欲に燃えました。

男が男と恥ずべきことを行い、その誤りに対する当然の報いをその身に受けていま

す。」 



 

つまり、この内容は神が定めた普遍的モラルであることがわかります。その背後にあ

る原則は旧約聖書にも新約聖書にも繰り返し強調されていることですが、人間同士の

性的関係は結婚している男性と女性との間だけにあるべきものと言うことです。姦淫、

近親の性関係、レープ、動物との性、売春行為、同性愛行為、などは全てこの原則に

反し、聖書はそれらを全て「罪」と読んでいます。もう一つの聖書的原則は、男性が

女性らしく振舞うことも、女性が男性らしく振る舞うことも神は喜ばれないことです。

いわゆる「性転換」はまさにこの原則に反する行為ですし、男性が女装したり、女性

が男として活きたりすることもこの普遍的モラルに反することです。結婚においても、

教会においても、その他の分野においても男性と女性のあり方には神が定めた違いが

あることを聖書は教えています。そして、神の創造の趣旨と善悪の基準を守ることに

よって人類は最も祝福されることが明らかです。 

 

（７）何故ジェンダーの問題が重要なのでしょうか。 

 

ある人々はジェンダーや性を問題にすることに疑問を感じます。「一人一人にその人

の生き方があるし、クリスチャンはすべての人々を愛し、寛容であるべきではないの

でしょうか。」と言う意見を時々聞きます。さらに、「他の人の考え方やライフスタ

イルを罪と呼ぶことは差別で、人権の侵害だ。」とまで断言する人も珍しくありませ

ん。しかし、ジェンダーと性の問題はクリスチャンにとってマイナー的な教えに関す

る議論ではなく、まさに救いに関する問題です。１コリント６：９−１１に次のよう

に書かれています：「あなたがたは知らないのですか。正しくない者は神の国を相続

できません。思い違いをしてはいけません。淫らな行いをする者、偶像を拝む者、

姦淫をする者、男娼となる者、男色をする者、盗む者、貪欲な者、酒におぼれる者、

そしる者、奪い取る者はみな、神の国を相続することができません。あなたがたのう

ちのある人たちは、以前はそのような者でした。しかし、主イエス・キリストの御名

と私たちの神の御霊によって、あなたがたは洗われ、聖なる者とされ、義と認められ

たのです。」 

 

この箇所の趣旨は、悔い改めずに罪の中にとどまる者は「神の国を相続することがで

きません」と言うことです。内面的にジェンダーや性についての混乱を覚えることは

罪ではありません。しかし、上記にあるように、「淫らな行い」（他の聖書の訳は

「不品行」、結婚外の性行為）、「姦淫」、*「男娼」（ 同性関係の受け身役の者、

自分を女らしくする男性、トランスジェンダーらしきあり方、と言う意味を含んだ少

し曖昧な言葉）、*「男色」（現代用語では同性愛のこと）のような行為は罪であり、

悔い改めを要します。そうとは言え、悔い改めるまでにより深い理解と霊的敏感さに

到達するプロセスが必要かもしれませんし、悔い改めてからもその罪に克服すること

が困難なことは言うまでもありません。何れにせよ、ここでパウロがコリントの教会

に関して問題にしている大きなことは、「私たちはこのままでいいんだ！悔い改める

必要はない！」と主張しながら罪の中にとどまる「クリスチャン」です。 

 

さらに、多くの人々は聖書的な「愛」に関して誤解しています。愛は人々の思いのま

まにしてあげること、なんでもその人がすることを肯定することではありません。真



の愛は、相手にとって最善のことをしてあげること、最善を求める関わり方をするこ

とです。神の愛もそうです。ですから、神は私たちが悪から離れ、正しい生き方がで

きるよう、子供のように愛し、懲らしめると書かれています。（ヘブル書１２：４−

１３を参照）罪の中にとどまることを容認することは真の愛ではありません。同じよ

うに破壊的な生き方から離れるようアピールしないことも真の愛ではありません。神

の愛と義を人々に伝える時、誤解され、反対されますが、それはクリスチャンの使命

であるので、勇気を持ってするよう決断しなければなりません。 

 

罪にとどまることに問題がないと教えるクリスチャンの牧師やリーダーに関しても聖

書は厳しい言葉で忠告しています。「また、わたしを信じるこの小さい者たちの一人

をつまずかせる者は、むしろ、大きな石臼を首に結び付けられて、海に投げ込まれて

しまうほうがよいのです。」（マルコ９：４２）性的罪やジェンダー混乱の只中にお

られる方々に「悔い改める必要はありませんよ。神はあなたをこのようにお造りにな

ったのですから。これからもそのままでいいんですよ。」と導くなら、救いに関係す

ることで、基本的に異端的視点です。しかし、残念ながら、あるクリスチャンの牧師

や指導者や教会は聖書の権威を否定したり、不自然で誠実ではない聖書の解釈をしよ

うとするので多くの人々はこの問題に関してなおさら混乱を覚えます。でもこのよう

な問題は旧約聖書の時代から現代まで続いていることで、クリスチャンはどのような

声や視点に従うのか、影響されるのか、に注意が必要です。（エレミヤ１４：１４、

マタイ７：１５−１７、使徒２０：２８−３０、IIペテロ２：１−３をご参照。） 

 

*「男娼」(原文のギリシャ語では、「マラコス」)、「男色」（原文のギリシャ語で

は「アルセノコイトイ」）は 聖書解釈の歴史において一般的に「女らしい男」と

「同性愛行為をする男」として理解されてきました。しかし、最近 LGBTQ のライフス

タイルを弁明しようとする数人の学者たちは、この用語が「小児性」あるいは「男性

売春」を意味していて、二人の男性（あるいは女性）が忠実に愛し合っている場合で

はないと主張しています。しかし、新約時代のその用語の実例を研究しても、ローマ

１：２４−２８と照らし合わせても、その説は成り立ちません。「小児性」や「男性

売春」をはっきりと意味する別の言葉(例えば「パイデラスティア」、「カリドゼス

タイ」など)をパウロはあえて使用していませんし、アルセノコイトイは明らかにレ

ビ記１８章と２０章の七十人訳（旧約聖書のギリシャ語訳）の同性愛禁止命令の言葉

使いを並行しています。英語になりますが、１コリント６：９を分析している

Dr.Robert Gagnon の記事（特に p.10-11)をお勧めします。

（http://robgagnon.net/articles/homosexMarinLoveIsOrientation.pdf） 

 

（８）歪んだ性行為やジェンダー意識の解決は何でしょうか。 

 

「解決」を提案するに当たって解決しようとしている「問題」が何かを明確にしまし

ょう。それは、聖書で私たちの創造者である神様が示しているジェンダーと性の在り

方と違った意識、指向、行為に陥ることです。では、「解決」とは何を意味するので

しょうか。まず、「癒し」です。上記でも説明しましたように、ジェンダーや性の混

乱や歪みの根源は多くの場合、幼児期や思春期などで受けた傷やトラウマです。また、

この混乱や歪みにも病的な面があるため、当事者はしばしば内面的な葛藤、人間関係



のトラブル、自尊心の損失、うつ病、などに悩まされることがあります。そして何よ

りも、心の内の痛み、虚しさ、迷いがよくあります。そのようなことすべてからの

「癒し」を願う方々は少なくありません。 

 

次に「回復」を意味します。このような混乱や歪みは、神様の理想から遠く離れてし

まった状態ですので、平安や満足や幸福が得られませんし、本来のジェンダーや性の

在り方が経験できないことで苦しい、と当事者はよく呟きます。ですから、神様の理

想に多かれ、少なかれ、近づくことができれば、それはとても嬉しい「回復」です。

それから、性やジェンダーの罪が絡んでいる場合は、その罪が人と神様との関係に隔

たりや障害物を築き、あるべき神様との交わりや親しさを妨害します。ですから、神

様との関係が回復するよう願うわけです。 

 

三番目の解決は「解放」です。多くの人々は、ジェンダーや性の混乱や歪みに縛られ

てしまい、抜け出すことができないことに深く悩んでいます。また、場合によっては

性的依存のような状況も伴い、その依存症から解放されたい思いを持つ人々も少なく

ありません。「解決」には他の側面もきっとあると思いますが、少なくとも「癒し」、

「回復」、そして「解放」、この三つは当事者たちがよく重要なこととして挙げてい

ます。 

 

では、解決となる主な要因は何でしょう。３つ取り上げたいと思います。 

 

１）まず、コミュニティーが大事です。つまり、自分を受け入れてくれる家族的な交

わりの場です。たとえ、自分が性転換をしたと思っていても、男性として生まれた

方々には男性の交わり、女性として生まれた方々には、女性の交わりが必要です。と

言うのは、生まれた時の性別は神様からいただいた性別ですので、その性別の意識と

在り方が育つ共同体の中で、しかも性的でない健全な人間関係とを体験することで変

化が始まるのです。 

 

２）精神的なケアーが必要です。つまり、ジェンダーの問題、虐待や DV、人格障害、

家庭問題などに詳しい、専門家からカウンセリングを受けることによって、問題の根

源を分析し、精神面での解決への方向性を見出すことができるのです。 

 

３）霊的なケアーが必要です。ジェンダーと性の混乱や歪みには、霊的な側面があり

ます。神様との関係が妨げられ、多くの場合霊的に束縛されています。しかし、聖書

には、「誰でもキリストのうちにあるなら、その人は新しく造られた者です。古いも

のは過ぎ去って、見よ、全てが新しくなりました。」（１コリント５：１７）とあり

ます。しかし、イエス様に従い、罪赦され、救いに預からなくては、この新しく造ら

れた状態を経験することはできませんし、多くの場合、クリスチャンであっても、新

しく造られた者として生きることがどう言うことなのかがわかりません。そのため、

霊的な洞察が与えられ、信仰が成長し、神様の精霊によって歩むことを導かれる必要

があります。 

 



典型的には、コミュニティーの中で健全な人間関係を養いながら、精神面のカウンセ

リングを受け、霊的指導をも受ける時に、まず、しなければならないことは破壊的な

行動をやめることです。ポルノを見ること、淫らな性行為をすること、依存性の関係

する習慣を続けること、自害となるようなこと、などをやめる方法を学び、少しずつ

新しい習慣や心構えを身につけます。これは時間がかかることで、数年を覚悟して取

り掛かることが大事です。途中でつまづいたり、逆戻りしたりすることもしばしばあ

りますし、中々進歩がないように感じる時もありますが、失望せずに耐え忍ぶことに

癒し、回復、そして解放への道があるのです。 

 

（9）心理療法的カウンセリングは効果的でしょうか。 

 

2002年に、著名な研究者である Shidloと Schroederは、同性愛者を対象とした変化

療法に関する研究を開始しました。彼らはその論文のタイトルを 「ホモフォビッ

ク・セラピー（同性愛嫌悪を結果とする治療法）ー その害を記録する」と題しまし

た。しかし、最初の 20回のインタビューの後、彼らは賢明にもタイトルを「性的指

向の変化」に変更することを選択しました。その理由は、参加者が経験していること

がわかったからで、次のような要因でした。 

- 望まない同性愛的感情について話すことによる安心感。 

- 希望と新しい洞察の増加。 

- 効果的な対処法の取り入れ。 

- 自尊心の向上。 

- 帰属意識の向上。 

- 人間関係の改。 

- および霊的・宗教的感情の増加。 

 

ニコロシら（2000）は、「転換療法」（SOCE）を受けた人たちを調査した結果、次の

ような結論を出しています。 

「治療前または変更前に自分を専ら同性愛者であるとみなしていた 318人の参加者の

うち、 

- 56人（17.6％）は、現在、自分自身を専ら異性愛者として見ていると報告した。 

- 53人（16.7％）は、現在、自分自身をほぼ完全に異性愛者として見ていると報告

した。 

- 35人（11.1%）は、自分を同性愛者よりも異性愛者として見ている。 

このように、専ら同性愛の調査の参加者の 45.4％が、自分の性的指向に大きな変化

があったと遡及的に回答している。「また、心理的、対人的、精神的な幸福感も大き

く改善されたと報告している」。害については、「治療後に心理的、対人的、精神的

な幸福の項目のうち 3つ以上（17項目中）で悪くなったと報告した」被験者はわず

か 7.1％でした。 

 

Karten (2006)による、望まない同性への魅力、情欲に対するセラピーを経験した人

の研究でも、非常に似た結果が報告されています。 

- 男性間の恋愛・性欲の表現に対する不快感が統計的に有意に減少した。 

- 同性愛の感情や行動が統計的に有意に減少した。 



- 異性愛者の感情や行動が統計的に有意に増加した。 

- また、変化の努力の結果として、心理的な幸福感に関して非常に大きなポジティブ

な変化があった。 

- 100 % の男性が自尊心の向上を報告。  

- 99.1 % の男性が社会的機能の向上を報告。 

- 92.3 % がうつ病の減少を報告。 

- 自傷行為が 72.6%減少した。 

- 自殺念慮および自殺未遂が 58.9%減少した。 

- そして 35.9％がアルコールと薬物乱用の減少を報告した(p.87-88)。 

Kartenは後にこの研究を拡張し、同様の結果を専門誌に発表した(Karten & Wade, 

2010)。 

 

Jones と Yarhouse (2009) は、性的指向の変化とその結果として生じる可能性のあ

る危害に関するこの問いに、これまでで最も厳格な縦断的方法論、つまり、変化を追

求する被験者を追跡調査する方法を適用した。「私たちは、エクソダス・ミニストリ

ーズの宗教的に媒介された変化手法に関与することによって、一部の個人に対して性

的指向の変化が生じたというかなりの証拠を発見しました（自己分類で 23％）」

（p.8）。「本研究では、被験者を 6～7年間追跡調査したが、これらの個人にとって

性的指向を変えようとする試みが平均的に有害であるという証拠は見いださなかった

（p.9）。」 

 

Black（2017）は、性的指向変更療法（SOCE）の研究で、結論のコメントを書いた。

「98人のうち、85人は肯定的なトーンで、否定的なのは 7人だけで、6人は混合的

だった。」と書いています。 

- ヘインズ（2019）は、ほとんどがピアレビューされた 125 年以上にわたった 100

もの研究論文を特定しました。これらの研究の多くは、肯定的な結果を報告していま

す。 

- Phelanら（2009）は、1 世紀にわたる研究を調査し、主に最近の、方法論的に健全

な研究に焦点を当て、同様の結果を見いだしました。彼らは「性的指向を変えること

を目的とした介入は有害であると主張する逸話もあるが、これらの主張を支持する実

証的な文献は不足している」と述べている。無作為調査を用いた研究では、リオリエ

ンテーション療法が有害である可能性が高いと結論付けているものはありません。 

- Sprigg（2018）はこう報告しています。"2000年から 2018年までの 6つの研究ま

たは調査をレビューし、そのすべてが、SOCEは一部のクライアントにとって、性的

指向のいくつかの構成要素に大きな変化をもたらすのに有効であることを示している。

害はほとんど報告されていない...。これらの研究は、SOCEの有効性の証拠が、その

害の証拠をはるかに上回ることを明確にしている。" 

このような研究は、同性愛指向変更療法が害をもたらすという主張を覆しています。 

どのような精神的病であろうと、心理学的治療を利用した時、害の認識、失敗、再発

の可能性など、望ましくない結果をもたらす可能性があることに注意することが重要

です。最近のよく設計された調査研究によれば、（例えば、Shidlo、Schroeder、& 

Drescher、2002；Shidlo & Schroeder、2002；Lambert & Ogles、2004、Santero ら、



2018）同性アトラクションのセラピーを受けた後に害を表明する人は、その他の種類

の精神的病の心理療法から害を表明する人と同じであることが明らかです。 

 

 

(上記は、下記にてリンクしています Dr. Ann E. Gillies,の記事の報告の一部です。  

May 2020. https://www.csmedia1.com/restoredhopenetwork.org/harm-and-

immutibility.pdf) 

 

（１０）ジェンダー意識や性的指向に関する治療を選択する権利はどうでしょうか。 

 

ジェンダーイデオロギーの活動家たちは、ジェンダー意識や性的指向を異性愛者にな

る方向への変化を当事者たちが求めることも、他人がそのことを勧めようとすること

も、変化をもたらす精神医療や宗教的指導を提供することも、人権の侵害、差別、そ

して精神的虐待として一般的に反対します。その根拠とは、LGBTQ の方々は持って生

まれた意識や指向のままに生きていると言う主張、そして本質的に変化ができないと

言う主張です。しかし、その考え方は正確でしょうか。 

 

Diamond & Rosky（2016）は、変化を報告した SSA(同性に魅力を経験する者）のうち、

男性の変化の 67％～100％、女性の変化の 83％～91％が異性愛への変化だったと報告

しています。Diamondは、コーネル大学での講演（2013）で関連する知見を要約し、

豊富な研究により、性的指向（魅力、行動、自己同一性を含む）は、青年と成人、そ

して両性にとって流動的であることが立証されたと述べています。「これらの知見の

一貫性を考えると、同性の性的指向を一概に不変の特性であると表現することは科
学的に正確ではない」（Diamond and Rosky, 2016, p.370）。Diamond（自身もレズ

ビアンであり、アメリカ心理学会ハンドブック「セクシュアリティと心理学」の共同

編集者）は現在、LGBT活動家に対して「生まれつきそうだから」と言う神話の宣伝

をやめるよう呼びかけています。(ダイヤモンド、2013、ヘインズ、2016）。 

 

では、望まない SSAに悩む人が、単に自分のセクシュアリティのある側面から別の側

面へと自然に変動したがっている人たちは、何故激しい反対を受けるのでしょうか？

それは意味がありません。 

 

ここが問題の核心ですが：SSAを不変の特質と表現することは、科学的に正確ではあ

りません。Diamond and Rosky (2016) は、たとえ性的指向が遺伝子や周産期ホルモ

ンによって完全に決定されたとしても、だから必然的に変化は不可能という意味には

ならない、と述べています。性的指向は覚醒を媒介とする。「つまり、性的指向を持

つには、信念、欲望、思考などの精神状態が必要なのです」 (Stein, 2014, p.604) 。

明らかに精神状態は変化しうるし、変化する。Diamond and Rosky （2016）によれば、

不変性に基づく議論を脇に置く最後の理由は、自分のセクシュアリティを選択的、非

排他的、可変的と経験する性的少数者を誤って伝え、疎外することであると主張して

います。脳の可塑性に関する実質的な研究は、脳が実際に柔軟で可鍛性であることを

示します。人間は、並外れた程度の性的可塑性を示します（Doidge, 2007）。脳は適

応性があります。私たちが常に抱いている思考や、私たちが生きている環境に適応し



ます。一緒に発火する神経細胞は一緒に配線し、脳内にマッピングされた入力に応じ

て適応する能力を持つのです。(Doidge, 2007, pg.292）。自己と他者に対する認識

は変化するものであり、もし私たちがセクシュアリティのある領域で「発火をやめ」、

別の領域に焦点を当てることを選択すれば、その後、神経学的な脳地図は変化すので

す。このことは、同性に惹かれる人の中には、自分の欲望を変える選択をする能力が

あることを示唆していると思います。 

 

（Dr. Ann E. Gilliesが書いています：）私の息子はセラピーに成功し、「『同性

愛』に自分のアイデンティティを見出すのをやめたことで、自分のアイデンティティ

はセクシュアリティよりもずっと大きなものだとやっと知ることができた」と述べて

います（2020年、私信）。拘束がなくなったことで、彼はようやく人生におけるア

イデンティティの他の領域を探求することができ、両性愛や同性愛という概念やラベ

ルから解放され、異性愛者の思考や魅力、ついには結婚や家族を追求し、自分の選ん

だ人生を送ることができるようになったのです。 

 

アメリカ心理学会ハンドブック「セクシュアリティと心理学」（2014 年）において、

クラインプラッツとダイヤモンドは、「臨床家が、同性の欲求や行動のいかなる経験

も潜在的な同性愛の兆候であると決めつけるのではなく、個人が自分の人生とアイデ

ンティティにおけるセクシュアリティの役割を自ら決定することを認めることが 重

要です」（第 1巻、257頁）としています。 

 

治療的選択を否定する禁止令は、LGBTQコミュニティ内でも、LGBTQ として認識しな

いことを選択した人たちでも、特定の少数派をターゲットにしています。それは、望

まない同性間性的魅力（SSA）を持つ人々です。問題は、望まない同性間性的魅力を

持つ人々が希望する治療を受けることを、なぜ抑制する必要があるのか、ということ

です。 

 

科学は性の柔軟性と流動性を支持しているにもかかわらず、同性魅力の分野では、

LGBTQ のアイデンティティという一つの方向性だけに偏っているというジレンマがあ

るのです。もし、望まない SSAを持つ人々が異性愛者の魅力と行動への性的柔軟性を

選択したいと望むなら、それは非難され、彼らは変わるための助けを求めることが許

されません。一方、高度な訓練を受け、資格を持ち、有能なセラピストは、クライア

ントが同性に惹かれる方向に向かう場合のみ、性的流動性を受け入れるよう指示する

ことが義務づけられることになります。(なぜ、もっと多くのセラピストが声を上げ

ないのでしょうか？その答えは簡単で、脅迫です)。 

 

そのような方法でクライアントを操作することは、心理学の分野では容認できないの

です 私たちは、宗教的であろうとなかろうと、個人的な価値観のために自分の性的

指向を変えたいと望む個人の自己決定を尊重しなければなりません。 

 

(Dr. Ann E. Gillies, May 

2020. https://www.csmedia1.com/restoredhopenetwork.org/harm-and-

immutibility.pdf) 



 

最後に…… 

 

ジェンダーと性の諸課題は最終的に世界観と聖書観の問題となります。エデンの園で

サタンに取り憑かれた蛇が最初の女性エバを騙した偽りの内容は「あなたは善悪につ

いての自己決定権を掴むことによって神のようになれる。」でした。その偽りを信じ

たアダムとエバは人類を滅びへと陥れたのです。私たちは今日、創造者神を信じ、神

に従う方向を選ぶのか、それとも自分が想像した「神」に従い、または自分自信を

「神」とし、善悪に関する自己決定権を主張するのか、どちらかを選ばなくてはなり

ません。創造者神を中心とする世界観を持つのか、人間中心的な世界観を持つのかと

言う選択です。 

 

クリスチャンは、聖書が神の言葉であると信じますが、その聖書の理解に関しても、

聖書から神の真理を学ぶ姿勢を取るのか、自分が思い込んでいることを聖書に読み込

むのかをも選択する必要があります。 

 

もしも、自己決定権を主張し、聖書に自分の考えを読み込み、それらしき生き方を続

けるのなら、神がくださる平安、罪の赦し、救い、癒し、そして祝福に預かることは

困難でしょう。逆に自分の中に葛藤が続き、人と神との対立的な関係になってしまう

か、自分に価値を見いだすことができず、自分を責め続けるかのどちらかになってし

まうことが多いでしょう。しかし、神の言葉である聖書を文字通り信じ、神に身を委

ね、キリストを信じて従うなら、神ご自身が私たちを導き、真理を示し、救いと祝福

に預からせてくださると聖書は約束しています。ジェンダーや性の問題は複雑で回復

への道のりは多くの試練が伴います。しかし、その道を選ぶ者には恵みが豊かに与え

られると約束されています。 

 

また、私たち全てが認識しなければならないことは、ジェンダーや性のことで混乱し

たり、歪んだ状態にいたりする人々だけでなく、私たち一人一人が「壊れた器」であ

ることです。そのような意識を持って謙遜に互いに関わることです。他人の問題や罪

を指摘することがあれば、自分の動機を深く注意すると言うことです。自分の優越感

やプライドでしょうか。人を裁くことでしょうか。自分が特に嫌がっていることを訴

えているだけなのでしょうか。もしそうなら、その指摘は人間関係を壊し、憎しみや

悲しみを生み出すだけでしょう。そのことによって神のみ心がなされると思ってはな

りません。しかし、そうでなく、人々への愛のゆえにその人の最善、あるいは社会の

最善を願って問題に真理の光を当てるのであれば、それは正しい動機だと言えます。

しかし、それでも、謙遜な態度で、言葉に注意しながら真理を語る必要があります。

このような問題を扱う時には、クリスチャンとしてよほど神の知恵を必要としている

ことを意識することです。と言うのは、全ての人々は神の形に造られ、神のみ前では

限りない価値があるからです。しかし、どんなに愛と善意を持って語っても、それを

悪くとる人は悪く取ります。それでも神の真理を伝え続けれことが必要です。 

 

「わたしが、悪い者に『あなたは必ず死ぬ』と言うとき、もしあなたが彼に警告を与

えず、悪い者に悪の道から離れて生きるように警告しないなら、その悪い者は自分の



不義のゆえに死ぬ。そして、わたしは彼の血の責任をあなたに問う。」 

エゼキエル書 3:18 

 

 

 

https://www.cedarville.edu/~/media/Files/PDF/Student-Life-Programs/Critical-

Concern/Ex-Gays/jones-and-yarhouse-2009.pdf 

 

 

  

聖書を解釈することは… 

 

ジグソーパズルに取り組むようなものです。聖書は論文や取扱説明書のようにトピッ

クを章ごとに綺麗に並べてはいません。聖書を理解するためには、ジグソーパズルを

するように、全体像の中で、聖書の断片を一つ一つ吟味し、似ているピースと組み合

わせていくことによって少しずつ全体像が見えてくるのです。そのためには、自分の

価値観や世界観を聖書に読み込むのではなく、聖書が語っていることをそのまま学び、

受け取る姿勢が重要です。懐疑論者や聖書の反対者たちは、聖書の節を文学的、歴史

的、神学的な文脈から取り外して、聖書の長年の理解や聖書自体の信頼性を貶めるの

です。しかし、ジグソーパズルのピースのように、聖書のさまざまな記述や教えは、

その直接的な文脈やより広い文脈の中で意味をなすように設計されているのです。 

例えば、批評家は旧約聖書の様々な律法、例えば貝を食べることの禁止、姦通あるい

は親に無礼なことをした場合の死刑を挙げて、旧約の律法は現代には無関係であると

か、イエスの教えは旧約の律法に対立するものであったと証明しようとします。 

しかし、上記のような解釈の問題に関しては、文脈から正しく理解すると、旧約聖書

の律法は 3つのカテゴリーから構成されていることが明らかです。 

1）儀式律法、これは将来、人類の罪のために死んでくださるイエス・キリストの身

代わりの贖罪を指し示すものであって、このカテゴリの律法は、キリストの死と復活

によって成就され、今ではもう必要ないのです。 

2) 神権国家イスラエルの特有な民法は、イスラエルが神の民であり、神の性格と真

理を世界に示すために選ばれたことを示すためのものでした。様々な犯罪に対する罰

則、食事などの健康に関する規則、イスラエルの人々の社会的正義に関する規則など

が含まれます。このカテゴリーも上記 1)と同様に、新約聖書に記されているように、

イスラエルの神権政治が崩壊し、異邦人の時代が到来したことで終了しました。そう

とは言え、それらの法律は神の罪に対する視点を反映していますし、神の正義に関す

る感覚も反映していますので、教育的価値は今でもあります。 

3) 「道徳律」とも呼ばれ、神の普遍的で絶対的な善悪の基準を定めたもので、どの

時代でも全人類に対する神の不変のご性質を反映しています。イエスはこれらの法則

を肯定し、決してこれらを覆すために来たのではないと宣言されました。また、全人

類が神の善悪の基準に背いたとして、神の裁きの前に立たされることを教えられまし

た。 

この 3つをどのように区別するのでしょうか。 



まず、ほとんどの場合、文学的文脈から明らかにすることができます。例えば、カナ

ン人や他の非イスラエル人がその罪のために罰せられるとき、それは 3）カテゴリー

の律法が彼らによって破られたことを明確に示しているのです。第二に、新約聖書の

箇所、特に異邦人に向けられた箇所で同じ命令が繰り返される場合、そして特に旧約

聖書の箇所の類語や似たような表現をしている場合、これらが普遍的かつ絶対的なも

のであることを意図していることは明らかである。例えば、旧約聖書では、神によっ

て定められた結婚以外の性行為は禁止されています。新約聖書でも、イエスやパウロ、

その他の新約聖書作家によって、明確に禁止されています。 

このような解釈の原則は「聖書解釈学」と呼ばれる学問分野であり、聖書を誠実に解

釈することに真剣に関心を持つ人なら、勉強する価値のある分野である。 

しかし、上記にも書いた通り、聖書を理解するためには、ジグソーパズルをするよう

に、全体像の中で、聖書の断片を一つ一つ吟味する必要があります。そのためには、

自分の価値観や世界観を聖書に読み込むのではなく、聖書が語っていることをそのま

まにする訓練、勉強、謙遜さが必要です。そのような人たちにとって、聖書は新鮮で、

魂を再生させ、方向性を示す内容に満ちているのです。 

 

 

ジェンダーと性関係の資料： 

〜 ユーチューブでの講演やセミナー 

★ https://www.youtube.com/watch?v=J-UKlsgqFDA&t=2s （CGNTVクリナビの番組） 

★ https://www.youtube.com/watch?v=2DhRMfr5wxI (キリスト教性教育研究会でのセ

ミナー） 

★ https://www.youtube.com/watch?v=Q0dnImiZURw （ハーベストフォーラムでの講

演会「世界観とジェンダー」） 

★ https://www.youtube.com/watch?v=PaPcMHFm6kQ （同じくハーベストフォーラム

での講演会「聖書と LGBTQ」） 

★ https://www.youtube.com/watch?v=kKLOF6e3gho （同じくハーベストフォーラム

での講演会「精神医療と LGBTQ]) 

〜 ジェンダー問題に関する書籍 

★ 「お父さんからの 10の手紙〜恋愛・交際・性について知って欲しいこと」

https://ffj-shop.ocnk.net/product/64 

★ 「聖書と心理学から学ぶ性のあり方 〜ジェンダーの問題を考える〜」

https://ffj-shop.ocnk.net/product/56 

★ 「聖書とＬＧＢＴＱ ジェンダーを理解する」https://ffj-

shop.ocnk.net/product/67 

 

 

 


